
⽛
信
文
類
⽜
明
所
被
機
の
研
究

蟹

谷

誓

は
じ
め
に

浄
土
教
の
教
義
解
釈
に
お
い
て
、
難
化
の
三
機
・
難
治
の
三
病①
と
い
わ
れ
る

最
も
救
わ
れ
難
き
者
の
救
済
に
つ
い
て
は
⽝
仏
説
無
量
寿
経
⽞
十
八
願
文
と

⽝
仏
説
観
無
量
寿
経
⽞
の
下
々
品
を
め
ぐ
る
論
議②
を
中
心
と
す
る
。
そ
の
論
議

は
、
い
か
に
両
経
文
の
整
合
性
を
保
つ
か
と
い
う
論
理
を
越
え
て
、
浄
土
教
義

の
本
質
的
課
題
と
し
て
展
開
す
る
。

親
鸞
（
一
一
七
三
ᴷ
一
二
六
二
）
の
主
著
⽝
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
⽞（
以

下
、⽝
教
行
証
文
類
⽞）
で
は
、⽛
信
文
類
⽜
に
そ
の
主
題
が
置
か
れ
る
。⽛
信
文

類
⽜
末
の
明
所
被
機③
で
は
、⽝
大
般
涅
槃
経
⽞（
以
下
、⽝
涅
槃
経
⽞）
に
よ
る
阿

闍
世
の
説
示
が
引
用
さ
れ
た
後
、⽝
往
生
論
註
⽞
八
番
問
答
及
び
⽝
観
経
疏
⽞

散
善
義
の
文
に
続
き
⽝
法
事
讃
⽞
の
文
に
よ
っ
て
仏
願
力
を
根
底
と
し
た
逆
謗

闡
提
の
往
生
が
示
さ
れ
る④
。

従
来
の
研
究
で
は
、
阿
闍
世
の
説
示
は
⽝
大
経
⽞
十
八
願
文
の
⽛
唯
除ク

𥿜五

逆ト

誹
謗
正
法ト

ヲ𥾀⑤⽜
を
め
ぐ
る
問
題
と
合
わ
せ
て
論
じ
ら
れ
、
摂
取
の
義
を
弁
じ

た
一
段
（
例
え
ば
、
宗
学
院
編
⽝
本
典
研
鑽
集
記
⽞）
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た⑥
。

し
か
し
、
摂
取
を
明
か
す
の
で
あ
れ
ば
、
阿
闍
世
の
獲
信
を
説
示
す
る
の
み
で

十
分
と
も
考
え
ら
れ
る
。
親
鸞
は
阿
闍
世
の
獲
信
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
延
長
線

ま
で
引
用
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

以
上
の
問
題
意
識
の
も
と
、
本
論
文
で
は
阿
闍
世
の
真
仏
弟
子
と
し
て
の
歩

み
に
焦
点
を
当
て
、
明
所
被
機
に
置
か
れ
た
⽝
涅
槃
経
⽞
の
意
義
を
窺
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
、⽝
涅
槃
経
⽞
の
原
文
と
⽝
教
行
証
文
類
⽞

⽛
信
文
類
⽜
末
の
明
所
被
機
に
お
け
る
⽝
涅
槃
経
⽞
引
文
と
の
対
照
を
試
み
、

後
者
の
引
文
中
に
施
さ
れ
た
⽛
乃
至
⽜
の
意
図
を
探
る
こ
と
で
、
親
鸞
の
深
意

を
汲
み
取
り
た
い
。

一
、
親
鸞
の
真
仏
弟
子
理
解

ま
ず
、⽛
信
文
類
⽜
末
の
明
所
被
機
に
お
け
る
⽝
涅
槃
経
⽞
引
文
の
検
討
に

先
ん
じ
て
、
親
鸞
の
真
仏
弟
子
理
解
を
確
認
し
て
お
く
。

言
𥿜真
仏
弟
子ト

𥾀者ハ

、
真ノ

言ハ

対シ

𦗺偽ニ

対ス
ル𦗺仮ニ

也
。
弟
子
者ハ

釈
迦
・
諸
仏
之
弟
子ナ

リ、

金
剛
心ノ

行
人
也
。
由テ

𥿜斯ノ

信
行ニ

𥾀必
可キ

ガ𦊼超
𥿜証ス

大
涅
槃ヲ

𥾀故ニ

、
曰フ

𥿜真
仏
弟
子ト

𥾀。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
九
八
)

⽛
信
文
類
⽜
明
所
被
機
の
研
究

一
九



真
仏
弟
子
釈
で
は
、⽛
こ
の
信
行
⽜
す
な
わ
ち
如
来
廻
向
の
信
行
を
具
す
る
弘

願
真
実
他
力
往
生
の
者
を
真
の
仏
弟
子
と
呼
び
、
そ
の
者
は
必
ず
大
涅
槃
を
得

る
と
窺
え
る
。
以
上
の
理
解
は
、
次
の
⽝
観
経
疏
⽞⽛
散
善
義
⽜
深
心
釈
の
文

に
基
づ
い
て
い
る
。

又
深
信ト

者
、
仰ギ

願ク
ハ、
一
切ノ

行
者
等
、
一
心ニ

唯
信ジ

テ𥿜仏
語ヲ

𥾀不
𦗺顧ミ

𥿜身
命ヲ

𥾀、
決

定シ
テ

依
行シ

、
仏ノ

遣メ
タ
マ
フ
ヲ

𦗺

捨テ

者
即チ

捨テ

、
仏ノ

遣メ
タ
マ
フ
ヲ

𦗺

行ゼ

者
即チ

行ジ

、
仏ノ

遣メ
タ
マ
フ
𦗺
去ラ

処ヲ
バ

即チ

去ル

。
是ヲ

名ケ

𦮴随
𥿜順シ

仏
教ニ

𥾀随
𦬧順ス

ト

仏
意ニ

𦨪、
是ヲ

名ク

𦊼随
𥿜順ス

ト

仏
願ニ

𥾀。
是ヲ

名ク

𥿜

真ノ

仏
弟
子ト

𥾀。

（⽝
聖
典
全
⽞
一
、
七
六
三
)

親
鸞
は
善
導
を
承
け
、⽛
弟
子
と
は
釈
迦
諸
仏
の
弟
子
な
り
、
金
剛
心
の
行
人

な
り
⽜
と
、
仏
の
教
説
に
随
っ
て
他
力
念
仏
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
、
自
力
の
行

を
捨
て
る
こ
と
が
釈
尊
の
教
説
・
諸
仏
の
意
に
随
う
も
の
だ
と
示
す
。
ま
た
自

釈
の
後
に
第
三
十
三
願
・
第
三
十
四
願
の
引
用
に
よ
っ
て
真
仏
弟
子
は
、
心
身

柔
軟
及
び
聞
名
得
忍
を
具
し
た
も
の
と
な
る
と
い
う
。
さ
ら
に
真
仏
弟
子
を
広

大
勝
解
者
、
大
威
徳
の
ひ
と
、
人
中
の
分
陀
利
華
等
と
も
称
し
て
い
る
。

一
方
、⽛
真
の
仏
弟
子
と
い
ふ
は
、
真
の
言
は
偽
に
対
し
仮
に
対
す
る
な
り
⽜

と
あ
る
よ
う
に
、
真
に
対
す
る
形
で
偽
・
仮
な
る
あ
り
方
を
示
す
。
そ
の
後
、

明
所
被
機
の
⽝
涅
槃
経
⽞
引
文
の
直
前
に
、
次
の
自
釈
が
あ
る
。

誠
知
悲
哉
愚
禿
鸞
、
沈
𦊼没シ

於ニ

𥿜愛
欲ノ

広
海
𥾀、
迷
𦊼惑シ

テ

於ニ

𥿜名
利ノ

太
山
𥾀、
不ズ

𦗺

喜ヨ
ロ
コ
バ𦗺
入コ

ト
ヲ𥿜
定
聚
之
数ニ

𥾀、
不ザ

ル
コ
ト
ヲ
𦗺

快タ
ノ
シ
マ𦗺近ク
コ
ト
ヲ
𥿜
真
証
之
証ニ

𥾀、
可シ

𦗺恥ハ
ヅ

可シ
ト𦗺傷イ
タ
ム矣
。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
〇
五
)

こ
の
悲
嘆
は
、
真
実
な
る
仏
弟
子
の
あ
り
方
を
自
己
の
身
に
引
き
寄
せ
る
に
発

露
し
た
、
慚
愧
の
内
省
と
解
釈
で
き
る
。⽛
恥
づ
べ
し
傷
む
べ
し
⽜
と
い
う
慚

愧
は
単
な
る
反
省
や
滅
罪
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
親
鸞
の
い
う
慚
愧

と
は
、
仏
の
回
向
を
信
知
し
て
内
省
せ
し
め
ら
れ
、
慚
愧
を
し
て
も
ど
こ
ま
で

も
清
ら
か
な
真
仏
弟
子
に
は
な
れ
な
い
と
知
ら
さ
れ
る
慚
愧
（
無
慚
無
愧
）
で

あ
り
、
ま
た
そ
の
慚
愧
は
弘
願
の
中
で
自
然
に
他
に
対
す
る
教
化
と
な
る
性
格

を
有
し
て
い
る
。
ま
た
二
種
深
信
の
信
法
、
自
己
を
住
正
定
聚
及
び
真
仏
弟
子

と
信
智
す
る
慶
喜
に
裏
づ
け
ら
れ
た
慚
愧
と
も
い
え
る
。
親
鸞
の
立
場
は
当
時

社
会
的
に
も
低
い
位
置
に
立
た
さ
れ
、
不
殺
生
戒
等
を
犯
す
罪
根
深⑦
な
る
存
在

と
さ
れ
て
い
た
猟
師
や
商
人
等
と
共
に
あ
っ
て
、
本
願
は
苦
悩
の
群
萌
に
は
た

か
き
か
け
、⽛
瓦
礫
を
変
じ
て
金
と
成
さ
し
む
⽜
教
説
で
あ
る
こ
と
を
同
時
に

明
か
し
て
い
る
と
い
え
る⑧
。

二
、
明
所
被
機
⽝
涅
槃
経
⽞
引
文
の
考
察

先
述
の
よ
う
に
⽛
信
文
類
⽜
末
の
明
所
被
機
に
お
け
る
⽝
涅
槃
経
⽞
引
文
の

検
討
を
行
う
が
、
紙
数
の
都
合
上
そ
の
す
べ
て
を
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
阿
闍
世
の
機
根
と
真
仏
弟
子
と
の
間
に
横
た
わ
る
問
題
を
中
心
に
窺
い

た
い
。

（
一
）
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
現
病
品
⽜
引
文

ま
ず
⽛
信
文
類
⽜
末
の
明
所
被
機
に
お
け
る
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
現
病
品
⽜
引
文

を
考
察
す
る
。⽝
涅
槃
経
⽞⽛
現
病
品
⽜
で
は
難
治
の
機
す
な
わ
ち
謗
大
乗
・
五

逆
罪
・
一
闡
提
に
お
け
る
救
済
の
可
否
に
つ
い
て
示
さ
れ
る
。
先
に
親
鸞
の

⽝
涅
槃
経
⽞⽛
現
病
品
⽜
引
文
を
示
し
、⽝
涅
槃
経
⽞
の
原
文⑨
と
の
比
較
対
照
を

二
〇



試
み
る
。

迦
葉
、
世ニ

有リ

𥿜三
人
𥾀、
其ノ

病
難ガ

タ
シ𦗺治シ

。
一ニ

ハ

謗
大
乘
、
二ニ

ハ

五
逆
罪
、
三ニ

ハ

一

闡
提ナ

リ。
如ノ

𦗺是ノ

三
病
、
世ノ

中ニ

極
重ナ

リ。
悉ク

非ズ

𦊼聲
聞
・
縁
覺
・
菩
薩
之
所ニ

𥿜能ク

治ス
ル𥾀。
善
男
子
、
譬バ

如シ

𦊼有レ
バ𦗺病
必
死ス

ル
ニ

無ナ
カ
ラ
ム
ニ
𦗺
治
、
若シ

有ム
ガ𥿜瞻
病
隨
意ノ

醫
藥
𥾀。

若シ

無ラ
ム𥿜瞻
病
隨
意ノ

醫
藥
𥾀、
如キ

𦗺是ノ

之
病
、
定テ

不
𦗺可
𦗺治
。
當ニ

𦗺知ル

、
是ノ

人
必

死セ
ム
コ
ト

不ズ
ト
𦗺疑
。
善
男
子
、
是ノ

三
種ノ

人
亦
復
如シ

𦗺是ノ

。
從テ

𥿜佛
・
菩
薩ニ

𥾀得エ

𥿜聞

治ヲ

𥾀已テ

、
即
便
能ク

發セ
ム𥿜阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心ヲ

𥾀。
若シ

有テ

𥿜聲
聞
・
縁
覺
・

菩
薩
𥾀、
或ハ

有ラ
ム𥿜説ト
キ
𦗺法ヲ

或ハ

不ル

𧎋説カ

𦗺法ヲ

、
不ズ

ト
𦗺能ハ

𦗺令コ
ト𦊼其ヲ
シ
テ

發セ

𥿜阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
心ヲ

𥾀。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
〇
五
)

⽝
涅
槃
経
⽞
原
文
（
南
本
）
と
⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
と
の
相
違
点
に
注
目
す
る

と
、
ま
ず
前
者
に
お
け
る
⽛
從
佛
菩
薩
得
聞、

法、

已
即
便
能
發
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
心
⽜
と
い
う
句
を
後
者
で
は
、⽛
從
佛
菩
薩
得
聞、

治、

已
即
便
能
發
阿
耨
多

羅
三
藐
三
菩
提
心
⽜（
Ａ
と
す
る
）
と
示
す
。
さ
ら
に
⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
は
、

前
後
の
文
を
入
れ
替
え
て
Ａ
の
句
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
難
治
の
機
の
可
治
・

不
可
治
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、⽝
涅
槃
経
⽞
原
文
で
は
瞻
病
（
看
病
人
）・
随
意
の
医
（
医
者
）・
薬

の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
を
以
っ
て
し
て
も
難
治
の
三
病
は

不
可
治
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
で
は
、
瞻
病
・
随
意
の

医
・
薬
が
有
れ
ば
三
病
が
治
せ
ら
れ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
Ａ
の
句
の
挿
入
に
よ
っ
て
、
難
治
の
機
が
仏
・
菩
薩
の
法
に
よ
っ
て
聞

治
せ
ら
れ
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
す
と
い
う
意
に
転
換
す
る
。
ま
た

⽛
聞
法
⽜
を
⽛
聞
治
⽜
と
置
き
替
え
る
こ
と
で
聞
法
後
に
行
者
が
阿
耨
多
羅
三

藐
三
菩
提
心
を
発
す
の
で
は
な
く
、
聞
法
が
自
然
に
治
す
こ
と
に
な
る
と
あ
く

ま
で
も
法
を
聞
く
こ
と
に
よ
る
救
い
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
⽝
涅
槃

経
⽞
の
原
文
と
⽛
信
文
類
⽜
に
お
け
る
⽝
涅
槃
経
⽞
引
文
と
の
相
違
点
に
し
て

重
要
な
意
義
で
あ
る
。

ま
た
、⽛
菩
薩
⽜
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
難
治
の
機
を
治
す
こ
と
が
で
き

な
い
⽛
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
⽜
中
の
⽛
菩
薩
⽜
と
そ
れ
を
治
す
こ
と
が
で
き
る

⽛
仏
・
菩
薩
⽜
中
の
菩
薩
の
相
違
は
、
親
鸞
に
お
い
て
は
仏
法
す
な
わ
ち
釈
尊

の
出
世
本
懐
た
る
弥
陀
法
に
随
順
す
る
菩
薩
か
ど
う
か
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、

真
仏
弟
子
釈
で
示
す
仏
の
教
説
に
随
っ
て
他
力
念
仏
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
菩

薩
、⽝
涅
槃
経
⽞⽛
迦
葉
品
⽜
に
説
か
れ
る
釈
尊
の
説
法
を
あ
り
の
ま
ま
に
聞
思

す
る
実
義
の
菩
薩⑩
、⽝
大
経
⽞
に
い
う
仏
願
の
生
起
本
末
を
聞
き
て
疑
心
な
き

聞
を
具
足
し
た
菩
薩⑪
こ
そ
難
治
の
機
を
治
し
得
る
菩
薩
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
親
鸞
は
⽝
涅
槃
経
⽞
の
底
に
流
れ
る
真
意
を
汲
み
取
り⑫
、
逆
謗
闡
提

が
仏
・
菩
薩
に
よ
っ
て
菩
提
心
を
発
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
で
不
可
治
か
ら
可
治

へ
と
転
換
さ
せ
、
聞
法
に
こ
そ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
す
契
機
が
あ
る

こ
と
を
明
か
し
た
意
義
深
い
引
文
と
い
え
よ
う
。

（
二
）
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
梵
行
品
⽜
第
一
引
文

次
に
⽛
信
文
類
⽜
末
の
明
所
被
機
に
お
け
る
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
梵
行
品
⽜
引
文

を
窺
う
。
そ
の
引
文
は
二
文
あ
る
が
、
親
鸞
の
引
用
の
順
に
第
一
文
目
か
ら
考

察
す
る
。
親
鸞
は
先
述
し
た
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
現
病
品
⽜
の
引
文
に
よ
っ
て
難
治

の
三
病
を
明
か
し
た
直
後
に
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
梵
行
品
⽜
を
引
用
し
、
三
毒
熾
盛

⽛
信
文
類
⽜
明
所
被
機
の
研
究

二
一



た
る
性
分
を
示
す
こ
と
か
ら
、
阿
闍
世
を
逆
謗
闡
提
の
機
と
受
容
し
て
い
る
と

い
え
る
。

ま
ず
⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
に
お
け
る
前
半
で
は
、
六
大
臣
と
耆
婆
の
教
説
が

展
開
さ
れ
る
。
六
大
臣
と
阿
闍
世
と
の
対
話
は
い
ず
れ
も
、
①
阿
闍
世
の
堕
地

獄
へ
の
恐
怖
感
に
対
す
る
大
臣
の
問
い
、
②
阿
闍
世
の
応
答
、
③
大
臣
の
見
解
、

④
阿
闍
世
の
帰
依
、
⑤
大
師
の
紹
介
の
順
に
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
展

開
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
阿
闍
世
の
堕
地
獄
へ
の
恐
怖
心
は
依
然
残
存

し
、
何
れ
の
説
も
阿
闍
世
の
苦
の
本
質
を
破
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
解
せ
る⑬
。

し
か
し
、
次
に
展
開
す
る
耆
婆
の
教
説
か
ら
こ
れ
ま
で
の
構
造
が
転
換
す
る
。

王
以テ

𦗺偈ヲ

答テ

言マ
ク、
乃
至
（
ａ
)耆
婆
、
我
今
病
重シ

。
於テ

𥿜正
法ノ

王ニ

𥾀興コ
ウ
ズ𥿜悪
逆

害ヲ

𥾀。
一
切
良
医
・
妙
薬
・
呪
術
・
善
巧
瞻
病ノ

所ナ
リ𦗺不ル

𦗺能ハ

𦗺治ス
ル
コ
ト
。
何ヲ

以ノ

故ニ

。

我ガ

父
法
王
、
如ク

𦗺法ノ

治オ
サ
ム𦗺国ヲ

、
実ニ

無シ

𦗺辜ツ
ミ

。
横ニ

加ス

𥿜逆
害ヲ

𥾀、
如シ

𥿜魚ウ
オ
ノ

処ス
ル
ガ𧎋
陸ク

ガ
ニ。

乃
至

我レ

昔ム
カ
シ曾テ

聞キ
ヽ
キ𥿜智
者
説テ

言コ
ト
ヲ𥾀。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
〇
ᴷ
一
一
一
)⑭

阿
闍
世
は
こ
れ
ま
で
の
大
臣
へ
の
応
答
と
は
異
な
り
、
偈
頌
を
以
て
応
答
し
て

い
る⑮
。
ま
た
こ
こ
ま
で
の
阿
闍
世
の
語
り
を
聞
い
た
後
、
耆
婆
は
⽛
善
い
か
な

善
い
か
な
⽜
と
彼
の
苦
し
み
を
そ
の
ま
ま
引
き
受
け
、⽛
王
罪
を
な
す
と
い
へ

ど
も
、
心
に
重
悔
を
生
じ
て
慚
愧
を
懐
け
り
⽜
と
慚
愧
心
を
肯
定
し
て
い
る
。

そ
の
慚
愧
と
は
、
衆
生
を
救
う
清
ら
か
な
法
で
あ
る
と
釈
尊
諸
仏
の
法
に
基
づ

い
て
明
か
し
、
慚
と
愧
に
分
け
て
次
の
よ
う
に
示
す⑯
。

慚
…
⽛
み
づ
か
ら
罪
を
作
ら
ず
⽜、⽛
内
に
み
づ
か
ら
羞
恥
す
⽜、⽛
人
に
羞

づ
⽜

愧
…
⽛
他
を
教
へ
て
な
さ
し
め
ず
⽜、⽛
発
露
し
て
人
に
向
か
ふ
⽜、⽛
天
に

羞
づ
⽜

そ
し
て
、
慚
愧
あ
る
が
ゆ
え
に
よ
く
父
母
・
師
長
を
恭
敬
し
、
父
母
・
兄
弟
・

姉
妹
の
関
係
も
た
も
た
れ
る⑰
と
示
し
、

善
哉
大
王
、
具ツ

ブ
サ
ニ

有リ
ト𥿜慚
愧
𥾀。
乃
至
（
ｂ
)如シ

𥿜王ノ

所ノ

𧎋言
、
無ケ

ム𥿜能ク

治ス
ル

者ノ

𥾀。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
一
)

と
耆
婆
は
、
阿
闍
世
が
十
分
に
慚
愧
心
を
い
だ
い
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
認

め
て
い
る
。
こ
こ
で
親
鸞
は
乃
至
（
ｂ
）⑱
と
記
述
し
省
略
し
て
い
る
が
、
そ
の

意
図
は
大
き
く
二
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
こ
こ
で
有
智
の
阿
闍
世
と
一
闡
提
の
衆
生
と
い
う
構
造
が
示
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。⽝
涅
槃
経
⽞
の
原
文
で
耆
婆
は
、
阿
闍
世
を
有
智
の
人
と
認

め
、
因
果
・
業
・
報
を
信
じ
る
こ
と
か
ら
一
闡
提
で
は
な
い
と
語
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、⽝
涅
槃
経
⽞
原
文
の
中
で
語
ら
れ
る
阿
闍
世
は
、
諸
仏
世
尊
に
依

っ
て
し
て
も
治
せ
な
い
衆
生
と
は
一
線
を
画
す
存
在
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

親
鸞
の
見
方
は
先
述
の
通
り
阿
闍
世
こ
そ
難
治
の
三
病
た
る
機
根
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
者
こ
そ
が
救
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
浄
土
教
義
の
本
質
を
見
出
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
乃
至
を
施
す
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
は
、
親
鸞
に
お
い
て
滅
罪
に
よ
っ
て
自
己
の
身
が
清
浄
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
懺
悔
及
び
慚
愧
に
方
便
の
意
を
取
る
か
ら
で
あ
る
。
二
種
深
信

と
重
ね
て
考
察
す
れ
ば
、
親
鸞
の
慚
愧
は
自
ら
の
力
で
真
に
そ
れ
が
で
き
な
い

無
慚
無
愧
の
慚
愧
で
あ
り
、
悲
歎
と
慶
喜
の
二
重
の
構
造
と
な
っ
て
発
露
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
信
機
の
側
面
で
は
、
そ
れ
は
執
着
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
執

着
す
る
自
己
へ
の
悲
歎
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
同
時
に
、
慚
愧
の
愧
の
⽛
他

二
二



を
教
へ
て
な
さ
し
め
ず
⽜、⽛
発
露
し
て
人
に
向
か
ふ
⽜
と
い
う
性
質
か
ら
、
信

の
智
慧
の
中
で
他
者
へ
と
弘
通
せ
し
め
る
は
た
ら
き
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
信

法
の
側
面
で
は
慶
喜
と
な
っ
て
発
露
さ
れ
、
自
己
の
住
正
定
聚
及
び
真
仏
弟
子

の
認
識
へ
と
つ
な
が
る
が
、
ど
こ
ま
で
も
弘
願
の
は
た
ら
き
に
よ
る
慚
愧
で
あ

り
、
自
己
に
引
き
寄
せ
て
内
省
さ
れ
た
の
が
無
慚
無
愧
と
の
発
露
と
い
え
る
。

そ
れ
故
、
衆
生
の
と
こ
ろ
で
生
じ
語
ら
れ
る
慚
愧
滅
罪
に
つ
い
て
⽛
乃
至
⽜
を

記
し
て
省
略
し
た
の
は
、
他
力
念
仏
者
に
勧
求
す
る
慚
愧
と
は
異
な
る
こ
と
を

意
図
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
耆
婆
に
よ
る
慚
愧
心
の
教
説
後
⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
で
は
釈
尊
が
紹

介
さ
れ
、
教
説
が
示
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
後
の
展
開
に
お
い
て
⽝
涅
槃
経
⽞
の

原
文
と
比
較
し
て
、
特
徴
的
で
あ
る
の
は
親
鸞
の
次
の
引
用
方
法
で
あ
る
。

是ノ

故ニ

如
来ヲ

為ス

𥿜大
良
医ト

𥾀。
非ル

𥿜六
師ニ

ハ𥾀也ト

。
乃
至
（
ｃ
)大
王
、
作レ

𥿜一
逆ヲ

𥾀者バ

、

則
𥄄便
具ニ

受ク

𥿜如キ

𦗺是ノ

一
罪ヲ

𥾀。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
一
)

本
来
な
ら
ば
乃
至
（
ｃ
）⑲
以
前
ま
で
が
耆
婆
の
こ
と
ば
、
以
後
が
頻
婆
娑
羅
の

こ
と
ば
で
あ
る
。
し
か
し
⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
で
は
、
耆
婆
の
阿
闍
世
に
対
す

る
説
明
と
頻
婆
娑
羅
の
こ
と
ば
の
境
界
が
は
っ
き
り
と
せ
ず
続
い
て
い
る
。
耆

婆
の
語
り
が
頻
婆
娑
羅
の
こ
と
ば
で
も
あ
る
と
重
ね
る
こ
と
で
、
如
来
の
法
へ

と
導
く
耆
婆
と
頻
婆
沙
羅
の
還
相
の
は
た
ら
き
が
重
ね
重
ね
に
弘
誓
の
中
で
阿

闍
世
に
至
り
届
い
て
い
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

阿
闍
世
は
耆
婆
・
頻
婆
娑
羅
の
こ
と
ば⑳
を
聞
い
て
、
身
心
に
至
っ
て
恐
れ
お

の
の
き
芭
蕉
樹
の
よ
う
に
全
身
を
震
わ
せ
、

大
王
、
吾ワ

レ

是レ

汝ヂ

父
頻
婆
沙
羅ナ

リ。
汝
今
当ニ

𦗺随フ

𥿜耆
婆ノ

所
説ニ

𥾀。
莫レ

𦗺随コ
ト𥿜邪
見
六

臣
之
言コ

ト
バ
ニ𥾀。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
二
)

と
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
阿
闍
世
は
悶
え
苦
し
み
気
絶
し
大
地
に
倒
れ
、
身
の
瘡

は
増
え
広
が
り
、
前
に
増
し
て
ひ
ど
く
汚
く
悪
臭
を
放
つ㉑
。
つ
ま
り
、
仏
へ
と

導
く
真
な
る
こ
と
ば
が
阿
闍
世
に
徹
到
し
彼
の
身
心
を
貫
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
梵
行
品
⽜
第
二
引
文

そ
の
次
に
親
鸞
の
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
梵
行
品
⽜
引
文
の
第
二
文
目
、
釈
尊
の
阿

闍
世
へ
の
説
法
・
阿
闍
世
の
獲
信
と
そ
の
こ
と
ば
が
語
ら
れ
る
場
面
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
ま
ず
⽛
信
文
類
⽜
末
の
明
所
被
機
の
引
文
で
は
、⽝
涅
槃
経
⽞⽛
梵

行
品
⽜
第
十
八
巻
の
最
初
が
乃
至
さ
れ
て
い
る㉒
。
そ
の
た
め
⽛
又
言
⽜
と
は
じ

ま
り
、
対
告
者
に
当
た
る
目
的
語
が
見
当
た
ら
な
い
。⽝
涅
槃
経
⽞
の
原
文
を

窺
え
ば
、
発
問
者
は
迦
葉
菩
薩
で
あ
り
、
釈
尊
は
迦
葉
菩
薩
を
含
む
大
衆
に
対

し
て
説
法
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
親
鸞
が
こ
の
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
梵
行

品
⽜
引
文
を
無
問
自
説
経
の
よ
う
に
示
す
こ
と
は
、
真
実
の
教
説
で
あ
る
が
そ

れ
を
聞
き
損
な
い
、
真
な
る
ま
ま
に
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
衆
生
の
凡

愚
性
を
反
顕
す
る
構
造
を
と
る
と
い
え
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
の
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
梵
行
品
⽜
の
主
題
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。

そ
の
一
つ
目
は
、
釈
尊
が
阿
闍
世
の
為
に
涅
槃
に
入
ら
な
い
と
述
べ
た
の
は
如

何
な
る
意
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
で
は
釈
尊
自
ら
そ
の

密
義
を
明
か
す
形
式
に
な
っ
て
い
る
が
、⽛
阿
闍
世
の
為
に
涅
槃
に
入
ら
な
い
⽜

と
い
う
⽛
阿
闍
世
の
為
⽜
と
は
、
す、

べ、

て、

の
凡
夫
・
広
く
す、

べ、

て、

の
五
逆
罪
を

犯
す
者
・
す、

べ、

て、

の
迷
え
る
衆
生
・
あ、

ら、

ゆ、

る、

煩
悩
を
具
え
た
も
の
・
仏
性
を

⽛
信
文
類
⽜
明
所
被
機
の
研
究

二
三



悟
っ
て
い
な
い
衆
生
・
無
上
菩
提
心
を
お
こ
さ
な
い
す、

べ、

て、

の
も
の
の
為
と
い

う
こ
と
が
示
さ
れ
る㉓
。
ま
た
二
つ
目
の
主
題
は
、
月
愛
三
昧
に
つ
い
て
で
あ
る㉔
。

そ
の
後
、⽛
信
文
類
⽜
で
は
、
乃
至
を
挟
み
⽛
爾
時
仏㉕
⽜
と
続
く
が
、⽝
涅
槃

経
⽞
の
原
文
に
は
阿
闍
世
・
耆
婆
間
の
も
う
一
つ
の
問
答
が
あ
る
。
こ
の
問
答

は
い
ま
だ
堕
地
獄
の
恐
怖
・
釈
尊
へ
の
疑
念
を
払
拭
で
き
な
い
で
い
る
阿
闍
世

の
耆
婆
へ
の
問
い
に
端
を
発
す
る㉖
。
耆
婆
は
阿
闍
世
に
釈
尊
の
所
に
行
く
よ
う

に
勧
め
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
⽛
阿
闍
世
は
一
闡
提
で
は
な
い
⽜
と
の
言
及
が

な
さ
れ
て
い
る
箇
所㉗
で
あ
る
。
こ
の
言
及
が
あ
る
故
に
親
鸞
は
乃
至
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
親
鸞
に
お
い
て
阿
闍
世
は
難
化
の
三
機
・
難
治
の
三
病
で
あ
り
、

こ
の
姿
勢
は
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
現
病
品
⽜
の
引
文
か
ら
一
貫
し
て
い
る
。

ま
た
⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
中
、
釈
尊
の
説
法
の
場
面㉘
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

釈
尊
が
無
常
や
無
我
の
観
察
行
を
阿
闍
世
に
勧
め
る
箇
所
を
乃
至
す
る
一
方
で
、

勝
義
諦
説
法
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る㉙
。
親
鸞
の
立
場
は
、
凡
夫
が
観
察

行
を
修
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
ま
た
弥
陀
弘
願
義
で
こ
の
説

示
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
か
ら
観
察
行
を
乃
至
し
た
と
し
て
も
勝
義
諦
説
法
を

残
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
勝
義
諦
説
法
も
凡
夫
に
と
っ
て
は

正
し
く
聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
松
尾
宣
昭
氏

は
こ
れ
に
つ
い
て
、
金
子
大
栄
氏
・
岡
亮
二
氏
の
見
解
を
検
討
し
た
上
で
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

凡
夫
に
と
っ
て
勝
義
諦
は
、
完
璧
な
ま
で
に
受
け
容
れ
不
可
能
な
教
説
と

い
う
意
味
で
、
理
解
不
可
能
な
教
説
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
凡

夫
に
と
っ
て
勝
義
諦
と
は
、
お
の
れ
の
凡
夫
性
を
逆
照
し
て
く
れ
る
教
説

だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
、
釈
尊
が
、
凡
夫
に
は
理
解
不
可
能

な
勝
義
諦
を
説
法
さ
れ
た
意
図
は
、
阿
闍
世
に
対
し
て
お
の
れ
の
凡
愚
性

を
悟
ら
し
め
る
た
め
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る㉚
。

つ
ま
り
、
ど
こ
ま
で
も
凡
夫
に
そ
の
凡
愚
性
を
知
ら
し
め
ん
と
こ
ろ
に
勝
義
諦

説
法
の
意
図
が
あ
る
。
先
述
し
た
通
り
、
親
鸞
の
第
二
文
目
の
⽝
涅
槃
経
⽞

⽛
梵
行
品
⽜
の
引
文
は
、
無
問
自
説
経
の
ご
と
く
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

真
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
衆
生
の
凡
愚
性
を
逆
説
的
に
示

そ
う
と
す
る
意
図
を
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
続
け
て
釈
尊
が
四
種
類
の
衆
生
の
狂

惑
を
説
い
て
い
る
こ
と
は
こ
の
義
に
合
致
し
て
い
る㉛
。

最
終
的
に
釈
尊
の
説
法
を
契
機
と
し
て
阿
闍
世
は
⽛
無
根
の
信
⽜
を
獲
る
が
、

⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
で
は
そ
の
記
述
の
直
前
を
乃
至
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
乃
至
さ
れ
た
⽝
涅
槃
経
⽞
原
文
の
内
容
を
窺
う
と
、
阿
闍
世
は
釈
尊
の

説
法
を
聞
い
た
こ
と
で
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
を
悟
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取

れ
る㉜
。
親
鸞
は
こ
こ
で
も
浄
土
教
の
機
根
と
し
て
阿
闍
世
を
位
置
づ
け
、
凡
愚

な
る
衆
生
と
重
ね
合
わ
せ
て
示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
て
、
阿
闍
世
は
伊
蘭
子
を
我
が
身
、
栴
檀
樹
を
我
が
心
に
生
じ
た
⽛
無
根

の
信
⽜
に
喩
え
、
こ
れ
ま
で
如
来
を
篤
く
敬
い
、
法
や
僧
を
信
じ
た
こ
と
も
な

か
っ
た
伊
蘭
の
樹
と
も
い
え
る
自
己
の
身
に
本
来
生
ず
る
は
ず
の
な
い
信
が
生

じ
た
こ
と
を
発
露
し
て
い
る
。

無
根
者ハ

、
我
初テ

不ズ

𦗺知ラ

𦊼恭
𥿜敬セ

ム
コ
ト
ヲ

如
来ヲ

𥾀、
不ズ

𦗺信ゼ

𥿜法
・
僧ヲ

𥾀、
是ヲ

名ク

𥿜無
根ト

𥾀。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
八
)

ま
た
阿
闍
世
が
耆
婆
に
対
し
て
天
身
・
長
命
・
常
身
を
得
た
と
語
っ
た
次
の
文

二
四



は
、
乃
至
を
施
す
こ
と
で
阿
闍
世
が
正
し
く
真
仏
弟
子
た
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。耆

婆
、
我レ

今マ

未ダ

𦗺死セ

已ニ

得タ
リ𥿜天
身ヲ

𥾀。
捨ス

テ
𦗺於ヲ

𥿜短
命
𥾀而テ

得エ

𥿜長
命ヲ

𥾀、
捨ス

テ
𥿜無
常ノ

身ヲ

𥾀而テ

得タ
リ𥿜常
身ヲ

𥾀。
令シ

ム
𦊼諸ノ

衆
生ヲ

シ
テ

発セ

𥿜阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心ヲ

𥾀。

乃
至
（
ｄ
)諸
仏ノ

弟
子
、
説キ

𥿜是ノ

語ヲ

𥾀已テ

、
即
以テ

𥿜種
種ノ

宝
幢ヲ

𥾀、
乃
至

復
以
𥿜

偈
頌ヲ

𥾀而
讃
嘆シ

テ

言マ
フ
サ
ク

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
九
)

原
文
に
お
い
て
乃
至
（
ｄ
）
に
あ
た
る
箇
所
は
、⽛
即
ち
天
身
の
長
命
な
る
常

身
な
り
、
即
ち
一
切
⽜（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
四
九
）
と
確
認
で
き

る
。⽝
涅
槃
経
⽞
の
原
文
で
は
⽛
一
切
諸
仏
の
弟
子
な
り
⽜
で
文
が
切
れ
、⽛
是

の
語
⽜
と
展
開
す
る㉝
が
、⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
で
は
乃
至
（
ｄ
）
に
よ
っ
て
、

⽛
諸
仏
の
弟
子
、
こ
の
語
⽜
と
次
に
続
く
文
に
᷷
げ
て
引
用
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
⽛
諸
仏
の
弟
子
⽜
が
主
語
と
し
て
明
示
さ
れ
、
阿
闍
世
は

諸
仏
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
次
に
示
さ
れ
る
阿
闍
世

の
偈
頌
は
、
真
仏
弟
子
の
こ
と
ば
と
し
て
意
識
さ
れ
る
。

願ハ

諸ノ

衆
生
等ヒ

ト
シ
ク

悉ク

発セ
シ
ム𥿜
菩
提
心ヲ

𥾀
テ᷷

𦗺心ヲ

常ニ

思
𥿜念セ

ム

十
方
一
切
仏ヲ

𥾀

復
願ハ

諸ノ

衆
生

永ク

破シ

𥿜諸ノ

煩
悩ヲ

𥾀
了
了ニ

見コ
ト𥿜仏
性ヲ

𥾀
猶ゴ

ト
ク
シ
テ𥿜
如
妙
徳ノ

𥾀等
ヒ
ト
シ
カ
ラ
ム
ト

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
二
〇
)

⽝
涅
槃
経
⽞
の
原
文㉞
で
は
、
衆
生
等
が
悉
く
菩
提
心
を
発
し
十
方
一
切
の
仏
を

思
念
せ
よ
と
自
力
行
を
勧
め
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
が
、⽛
信
文
類
⽜
の
引
文

で
は
⽝
涅
槃
経
⽞
の
原
文
に
お
い
て
主
語
と
し
て
⽛
衆
生
等
⽜
と
読
み
下
さ
れ

て
い
た
も
の
を
⽛
衆
生
⽜
と
⽛
等
（
ひ
と
し
）⽜
と
示
し
、
さ
ら
に
⽛
菩
提
心

を
発
せ
し
め
ん
⽜
と
あ
る
こ
と
で
仏
よ
り
発
せ
ら
れ
る
菩
提
心
の
意
す
な
わ
ち

弘
願
義
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
⽝
涅
槃
経
⽞
の
原
文
で
は
、
衆
生
が
⽛
仏

性
を
見
る
こ
と
猶
お
妙
徳
等
の
如
く
な
れ
⽜
と
妙
徳
即
ち
文
殊
師
利
の
様
相
を

示
す
と
こ
ろ
を
、⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
で
は
⽛
な
ほ
妙
徳
の
ご
と
く
し
て
等
し

か
ら
ん
⽜
と
、
衆
生
が
永
久
に
も
ろ
も
ろ
の
煩
悩
か
ら
離
れ
、
仏
性
を
見
る
こ

と
は
、
文
殊
師
利
と
等
し
い
と
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
親
鸞
に
お
い
て
本
願

他
力
の
者
が
文
殊
師
利
と
等
し
い
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

以
上
の
親
鸞
の
引
文
は
、
弘
願
義
で
阿
闍
世
の
説
示
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
の

証
左
と
も
い
え
る
。

（
四
）
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
迦
葉
品
⽜
引
文

最
後
に
、⽛
信
文
類
⽜
末
の
明
所
被
機
に
お
け
る
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
迦
葉
品
⽜
の

引
文
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
引
文
は
、⽝
涅
槃
経
⽞
の
原
文
で
は
第
三
十

一
巻
の
後
半
に
位
置
す
る
。⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
に
お
い
て
は
特
に
提
婆
達
多

と
の
関
係
性
を
描
き
、
阿
闍
世
が
殺
父
の
罪
を
犯
す
ま
で
の
機
縁
が
明
か
さ
れ

る
と
と
も
に
、⽛
王
舎
城
の
悲
劇
⽜
の
始
終
を
通
説
し
て
い
る
。

ま
ず
、
阿
闍
世
の
呼
称
に
つ
い
て
窺
う
と
、⽛
善
見
⽜
と
⽛
未
生
怨
⽜
そ
し

て
⽛
婆
羅
留
枝
⽜
の
三
つ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。⽛
善
見
⽜
に
つ
い
て
は
、

引
用
文
の
冒
頭
に
⽛
善
男
子
、
羅
閲エ

チ

祇ノ

王
頻
婆
沙
羅
、
其ノ

王ノ

太
子
名テ

曰フ

𥿜善
見ト

𥾀⽜

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
二
一
）
と
あ
る
。
善
男
子
と
は
迦
葉
菩
薩
を
指
し
、
釈
尊

が
彼
に
対
し
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
阿
闍
世
の
呼
称
は
、
提
婆
達
多
に
よ

っ
て
次
の
よ
う
に
明
か
さ
れ
て
い
る㉟
。
そ
れ
は
、
摩
迦
陀
国
の
人
々
は
、
宮
廷

外
に
お
い
て
阿
闍
世
の
こ
と
を
道
理
か
ら
外
れ
た
も
の
と
し
て
罵
り
、⽛
未
生

⽛
信
文
類
⽜
明
所
被
機
の
研
究

二
五



怨
⽜
と
呼
ぶ
一
方
で
、
宮
廷
内
で
は
阿
闍
世
の
心
を
荒
立
て
な
い
た
め
に
善
見

と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
。
こ
の
理
由
は
、
阿
闍
世
が
誕
生
す
る
前
、
父
母
（
頻

婆
沙
羅
王
・
韋
提
希
）
は
一
切
の
相
師
か
ら
⽛
こ
の
児
生
れ
を
は
り
て
、
ま
さ

に
そ
の
父
を
殺
す
べ
し
⽜
と
言
わ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
の
後
こ
れ
を
聞

い
た
韋
提
希
は
阿
闍
世
を
高
楼
の
上
か
ら
地
面
に
生
み
落
と
し
た
が
、
阿
闍
世

は
一
本
の
指
を
折
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
人
々
は
阿
闍
世
の

こ
と
を
⽛
婆
羅
留
枝
⽜
と
も
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
、
阿
闍

世
は
提
婆
達
多
か
ら
聞
か
さ
れ
、
さ
ら
に
彼
は
雨
行
大
臣
に
伺
っ
て
確
信
を
得

る
こ
と
で
、
父
王
を
幽
閉
し
殺
害
に
至
ら
し
め
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

阿
闍
世
は
母
ま
で
殺
害
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
耆
婆
に
止
め
ら
れ
る
が
、
父

王
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
後
悔
の
念
を
懐
く
。
そ
の
阿
闍
世
に
対
し
て

釈
尊
は
次
の
よ
う
に
説
法
す
る
。

善
男
子
、
我レ

知ラ
ム
ト𥿜
是ノ

事ヲ

𥾀。
告ハ

ク𥿜阿
難ニ

𥾀、
過ギ

𥿜三
月ヲ

𥾀已テ

、
吾レ

当ニ

𥿜涅
槃ス

𥾀故ニ
ト。

善
見
聞キ

丶

已テ

、
即
来レ

リ𥿜我ガ

所ニ

𥾀。
我
為ニ

説テ

𦗺法ヲ

、
重
罪ヲ

シ
テ

得エ
シ
メ𦗺
薄キ

コ
ト
ヲ
、
獲エ

シ
メ
タ
マ
ヘ
ト

𥿜

無
根ノ

信ヲ

𥾀。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
二
四
)

と
こ
ろ
で
、⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
に
お
い
て
⽛
我ガ

諸ノ

弟
子
、
聞
𥿜是ノ

説ヲ

𥾀已テ

不レ
バ𦗺解ラ

𥿜

我ガ

意ヲ

𥾀、
定テ

言ハ
ク、
如
来ハ

終ニ

不ズ
ト
𦊼畢
竟ジ

テ

入リ
タ
マ
ハ
𥿜
於
涅
槃ニ

𥾀。⽜（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
二
四
）

と
い
う
釈
尊
の
説
法
を
以
て
⽝
涅
槃
経
⽞
の
引
用
を
終
え
て
い
る
こ
と
は
注
目

さ
れ
る
。⽝
涅
槃
経
⽞
原
文
で
は
引
き
続
き
教
え
が
説
か
れ
、
仏
の
境
界
と
声

聞
・
縁
覚
が
至
る
境
地
か
ら
説
か
れ
た
法
の
相
違
が
明
か
さ
れ
る㊱
。
で
は
、

⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
に
お
い
て
仮
名
の
菩
薩
の
あ
り
方
を
出
し
て
引
用
を
終
え

る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
意
図
は
真
仏
弟
子
釈
に
横
た
わ
る
問
題
意
識

が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
真
な
る
教
説
を
あ
り
の
ま
ま
に

聞
思
す
る
真
仏
弟
子
と
は
ど
う
し
て
も
名
乗
れ
な
い
衆
生
の
迷
い
の
あ
り
方
を

あ
ら
わ
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
親
鸞
は
⽛
悲
哉
⽜
と
、
ど
う
し
て
も
真
仏
弟
子
に
な
っ
て
歩
む
こ
と

が
で
き
な
い
我
が
身
を
慚
愧
し
て
い
た
。
そ
し
て
、⽛
化
身
土
文
類
⽜
で
は
次

の
よ
う
に
真
な
る
意
味
で
仏
弟
子
に
な
る
こ
と
の
難
し
さ
と
稀
有
さ
を
明
か
し

て
い
る
。

然ル
ニ

濁
世ノ

群
萌
、
穢
悪ノ

含ガ
ム

識
、
乃シ

出デ

𥿜、
九
十
五
種
之
邪
道ヲ

𥾀、
雖モ

𦗺入ト

𥿜半

満
・
権
実
之
法
門ニ

𥾀、
真ナ

ル

者ノ
ハ

甚ダ

以
難ク

、
実ナ

ル

者ノ
ハ

甚
以テ

希ナ
リ。
偽ナ

ル

者ノ
ハ

甚
以テ

多ク

、

虚ナ
ル

者ノ
ハ

甚ダ

以テ

滋シ

。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
八
三
)

す
な
わ
ち
、
当
時
の
似
て
非
な
る
仏
教
・
仏
道
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
問
う
と

同
時
に
自
己
の
あ
り
方
を
内
省
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
親
鸞
が
⽝
涅
槃
経
⽞

⽛
迦
葉
品
⽜
の
引
用
を
⽛
仮
名
の
菩
薩
⽜
の
誤
っ
た
理
解
に
対
す
る
釈
尊
の
説

法
で
終
え
る
の
は
、
真
仏
弟
子
な
る
阿
闍
世
を
通
し
て
我
が
身
を
内
省
し
、
逆

説
的
に
弘
願
他
力
の
法
に
依
る
こ
と
こ
そ
仏
意
に
適
う
あ
り
方
だ
と
示
す
意
図

が
あ
る
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、
親
鸞
の
⽝
教
行
証
文
類
⽞⽛
信
文
類
⽜
末
の
明
所
被
機
に
置

か
れ
た
⽝
涅
槃
経
⽞
の
意
義
を
考
察
し
た
。
真
仏
弟
子
釈
を
踏
ま
え
て
⽝
涅
槃

経
⽞
に
施
さ
れ
た
乃
至
の
意
図
を
検
討
し
た
結
果
、
阿
闍
世
の
説
示
は
単
に
逆

謗
闡
提
の
救
い
を
明
ら
か
に
し
た
摂
取
の
義
を
弁
じ
た
一
段
と
い
う
見
方
を
越

二
六



え
て
、
真
仏
弟
子
と
し
て
の
歩
み
と
共
に
真
仏
弟
子
と
は
如
何
な
る
存
在
か
を

意
図
し
た
説
示
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
親
鸞
は
弘
願
に
通
底
し
た
獲
信
の

上
に
真
仏
弟
子
た
る
阿
闍
世
の
歩
み
ま
で
示
す
こ
と
で
自
己
を
内
省
し
、
そ
こ

か
ら
反
顕
さ
れ
る
無
慚
無
愧
の
慚
愧
の
中
で
⽝
涅
槃
経
⽞
の
説
示
を
受
容
し
た
。

難
化
の
三
機
・
難
治
の
三
病
と
い
わ
れ
る
最
も
救
わ
れ
難
き
者
の
救
済
と
凡
愚

な
る
衆
生
の
仏
弟
子
た
る
姿
の
両
側
面
は
、
浄
土
教
義
の
本
質
的
意
義
と
し
て

明
所
被
機
の
⽝
涅
槃
経
⽞
引
文
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

註①
⽝
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
⽞（
以
下
、⽝
聖
典
全
⽞）
二
、
一
二
四

②
⽝
仏
説
無
量
寿
経
⽞（
以
下
、⽝
大
経
⽞）
の
十
八
願
文
で
は
⽛
唯
除ク

𥿜五
逆ト

誹

謗
正
法ト
ヲ𥾀。⽜（⽝
聖
典
全
⽞
一
、
二
五
）
と
、
五
逆
と
誹
謗
正
法
は
本
願
か
ら
除

か
れ
る
と
す
る
一
方
で
、⽝
仏
説
観
無
量
寿
経
⽞（
以
下
、⽝
観
経
⽞）
の
下
々
品

の
説
示
で
は
、
五
逆
の
往
生
が
説
か
れ
て
い
る
（⽝
聖
典
全
⽞
一
、
九
七
ᴷ
九

八
）。
よ
っ
て
、
両
経
の
説
示
の
矛
盾
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
と
い
う
問
題
が

生
じ
る
。

③
⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
〇
五
ᴷ
一
三
〇

④

逆
謗
の
救
い
に
つ
い
て
、
曇
鸞
（
四
七
六
ᴷ
五
四
二
）
は
⽝
往
生
論
註
⽞
八

番
問
答
で
単
複
の
二
罪
説
よ
り
論
じ
、
善
導
（
六
一
三
ᴷ
六
八
一
）
は
⽝
観
経

疏
⽞
散
善
義
で
造
罪
の
未
已
よ
り
論
じ
る
。
ま
た
善
導
は
⽝
法
事
讃
⽞
に
お
い

て
、
逆
謗
闡
提
の
回
心
に
よ
る
往
生
を
示
す
。

⑤
⽝
聖
典
全
⽞
一
、
二
五

⑥

論
文
で
は
、
貫
名
譲
⽛
親
鸞
と
阿
闍
世
ᴷ
⽛
信
巻
⽜
逆
謗
摂
取
釈
を
中
心
に

ᴷ
⽜（⽝
宗
教
研
究
⽞
三
二
七
、
二
〇
〇
一
年
）、
高
瀬
大
宣
⽛
親
鸞
の
阿
闍
世

観
⽜（⽝
印
度
学
仏
教
学
研
究
⽞
五
二
（
一
）、
二
〇
〇
三
年
）、
鍋
島
直
樹
⽛
阿

闍
世
の
救
い
の
過
程
⽜（⽝
真
宗
研
究
⽞
五
一
、
二
〇
〇
七
年
）、
林
智
康
⽛⽝
教

行
信
証
⽞
に
お
け
る
阿
闍
世
の
救
済
と
逆
謗
除
取
⽜（⽝
宗
教
研
究
⽞
八
六

（
四
）、
二
〇
一
三
年
）
等
が
あ
る
。

⑦
⽝
唯
信
鈔
文
意
⽞
に
、⽛⽛
罪
根
深
⽜
と
い
ふ
は
、
十
悪
・
五
逆
の
悪
人
、
謗

法
・
闡
提
の
罪
人
、
お
ほ
よ
そ
善
根
す
く
な
き
も
の
、
悪
業
お
ほ
き
も
の
、
善

心
あ
さ
き
も
の
、
悪
心
ふ
か
き
も
の
、
か
や
う
の
あ
さ
ま
し
き
さ
ま
ざ
ま
の
つ

み
ふ
か
き
ひ
と
を
深
と
い
ふ
、
ふ
か
し
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。⽜（⽝
聖
典
全
⽞

二
、
六
九
六
ᴷ
六
九
七
）
と
、
逆
謗
闡
提
の
三
機
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

⑧

親
鸞
は
、⽝
唯
信
鈔
文
意
⽞
に
お
い
て
⽛
わ
れ
ら
⽜
と
い
う
こ
と
ば
を
以
っ

て
そ
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。

具
縛
の
凡
愚
・
屠
沽
の
下
類
、
無
礙
光
仏
の
不
可
思
議
の
本
願
、
広
大
智

慧
の
名
号
を
信
楽
す
れ
ば
、
煩
悩
を
具
足
し
な
が
ら
無
上
大
涅
槃
に
い
た

る
な
り
。
具
縛
は
よ
ろ
づ
の
煩
悩
に
し
ば
ら
れ
た
る
わ、

れ、

ら、

な
り
。
煩
は

み
を
わ
づ
ら
は
す
、
脳
は
こ
ゝ
ろ
を
な
や
ま
す
と
い
ふ
。
屠
は
よ
ろ
づ
の

い
き
た
る
も
の
を
こ
ろ
し
、
ほ
ふ
る
も
の
な
り
、
こ
れ
は
れ
う
し
と
い
ふ

も
の
な
り
。
沽
は
よ
ろ
づ
の
も
の
を
う
り
か
う
も
の
な
り
、
こ
れ
は
あ
き

人
な
り
。
こ
れ
ら
を
下
類
と
い
ふ
な
り
。⽛
能
令
瓦
礫
変
成
金
⽜
と
い
ふ

は
、⽛
能
⽜
は
よ
く
と
い
ふ
。⽛
令
⽜
は
せ
し
む
と
い
ふ
。⽛
瓦
⽜
は
か
わ

ら
と
い
ふ
。⽛
礫
⽜
は
つ
ぶ
て
と
い
ふ
。⽛
変
成
金
⽜
は
、⽛
変
成
⽜
は
か

へ
な
す
と
い
ふ
。⽛
金
⽜
は
こ
が
ね
と
い
ふ
。
か
わ
ら
・
つ
ぶ
て
を
こ
が

ね
に
か
え
な
さ
し
め
む
が
ご
と
し
と
た
と
へ
た
ま
へ
る
な
り
。
れ
う
し
・

あ
き
人
、
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
は
み
な
、
い
し
・
か
わ
ら
・
つ
ぶ
て
の
ご
と

く
な
る
わ
れ
ら
な
り
。
如
来
の
御
ち
か
ひ
を
ふ
た
ご
ゝ
ろ
な
く
信
楽
す
れ

ば
、
摂
取
の
ひ
か
り
の
な
か
に
お
さ
め
と
ら
れ
ま
い
ら
せ
て
、
か
な
ら
ず

大
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら
か
し
め
た
ま
ふ
は
、
す
な
わ
ち
れ
う
し
・
あ
き

人
な
ど
は
、
い
し
・
か
わ
ら
・
つ
ぶ
て
な
む
ど
を
よ
く
こ
が
ね
と
な
さ
し

め
む
が
ご
と
し
と
た
と
へ
た
ま
へ
る
な
り
。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
六
九
八
ᴷ
七
〇
〇
）
な
お
、
引
文
に
示
し
た
傍
点
は
、

筆
者
が
加
筆
し
た
。（
以
下
、
同
様
）

⑨
⽝
涅
槃
経
⽞（
南
本
）
第
一
〇
巻
⽛
現
病
品
⽜

⽛
信
文
類
⽜
明
所
被
機
の
研
究

二
七



迦
葉
世
有
三
人
其
病
難
治
一
謗
大
乘
二
五
逆
罪
三
一
闡
提
如
是
三
病
世
中

極
重
悉
非
聲
聞
縁
覺
之
所
能
治
善
男
子
譬
如
有
病
必
死
難
治
若
有
瞻
病
隨

意
醫
藥
若
無
瞻
病
隨
意
醫
藥
如
是
之
病
定
不
可
治
當
知
是
人
必
死
不
疑
善

男
子
是
三
種
人
亦
復
如
是
若
有
聲
聞
縁
覺
菩
薩
或
有
説
法
或
不
説
法
不
能

令
其
發
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
（
迦
葉
譬
如
病
人
若
有
瞻
病
隨
意
醫
藥

則
可
令
差
若
無
此
三
則
不
可
差
聲
聞
縁
覺
亦
復
如
是
）
從
佛
菩
薩
得
聞
法

已
即
便
能
發
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
（
非
不
聞
法
能
發
心
也
）

（⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
第
十
二
巻
、
六
七
三
）
な
お
、
引
文
中
に
示
し
た

傍
線
は
、
筆
者
が
加
筆
し
た
。（
以
下
、
同
様
）

迦
葉
よ
、
世
に
三
人
有
り
て
、
其
の
病
は
治
し
難
し
。
一
に
は
大
乗
を
謗

る
も
の
、
二
に
は
五
逆
罪
、
三
に
は
一
闡
提
な
り
。
是
く
の
如
き
三
病
は
、

世
の
中
の
極
重
な
れ
ば
、
悉
く
声
聞
・
縁
覚
の
能
く
治
す
所
に
非
ず
。
善

男
子
よ
、
譬
え
ば
病
有
り
て
、
必
ず
死
し
て
治
す
こ
と
難
き
が
如
し
。
若

い
は
瞻
病
・
随
意
の
医
薬
有
る
も
、
若
い
は
瞻
病
・
随
意
の
医
薬
無
き
も
、

是
く
の
如
き
の
病
は
定
か
に
治
す
可
か
ら
ず
。
当
に
是
の
人
が
必
ず
死
す

る
こ
と
疑
わ
ず
と
知
る
べ
し
。
善
男
子
よ
、
是
の
三
種
の
人
も
亦
復
た
是

く
の
如
く
、
若
い
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
有
り
て
、
或
い
は
説
法
す
る
こ

と
有
る
も
、
或
い
は
説
法
せ
ざ
る
も
、
其
れ
を
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
心
を
発
こ
さ
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
。
迦
葉
よ
、
譬
え
ば
病
人
が
、
若
し

瞻
病
・
随
意
の
医
薬
有
ら
ば
、
則
ち
に
差
え
し
む
可
き
も
、
若
し
此
の
三

無
く
ん
ば
則
ち
差
ゆ
可
か
ら
ざ
る
が
如
し
。
声
聞
・
縁
覚
も
亦
復
た
是
く

の
如
く
、
仏
・
菩
薩
に
従
い
て
聞
法
す
る
こ
と
を
得
已
り
て
、
即
便
ち
に

能
く
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
こ
す
も
、
法
を
聞
か
ず
し
て
能
く
心

を
発
こ
す
に
非
ざ
る
な
り
。

（
新
国
訳
大
蔵
経
⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
三
〇
九
ᴷ
三
一
〇
)

⑩
⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
二
四

⑪
⽝
聖
典
全
⽞
二
、
九
四

⑫
⽝
涅
槃
経
⽞
の
重
要
な
テ
ー
マ
は
、
一
闡
提
の
成
仏
・
不
成
仏
の
問
題
で
あ

る
が
、⽛
徳
王
品
⽜
以
後
に
お
い
て
そ
れ
ま
で
不
成
仏
と
さ
れ
て
い
た
一
闡
提

の
存
在
が
成
仏
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
現
病
品
⽜
の

引
用
を
し
な
が
ら
も
、
一
経
全
体
に
流
れ
る
真
意
を
汲
み
取
り
、
逆
謗
闡
提
が

仏
・
菩
薩
に
よ
っ
て
菩
提
心
を
発
せ
し
め
ら
れ
、
不
可
治
か
ら
可
治
へ
と
転
換

し
て
い
く
と
見
た
。

⑬

阿
闍
世
の
苦
悩
に
対
す
る
六
大
臣
の
教
説
に
つ
い
て
⽛
信
文
類
⽜
で
は
、
十

一
回
の
⽛
乃
至
⽜
を
挟
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
の
親
鸞
の
意
図
は
、
繰
り
返
し
を

避
け
る
た
め
と
結
論
で
き
る
。
各
大
臣
が
阿
闍
世
に
対
し
て
種
々
の
説
明
を
す

る
も
の
の
、
堕
地
獄
へ
の
恐
怖
心
は
依
然
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
れ
の
説

も
阿
闍
世
の
苦
の
本
質
に
答
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

⑭

本
論
文
で
言
及
す
る
乃
至
に
つ
い
て
は
筆
者
が
記
号
を
施
し
た
。（
以
下
、

同
様
）

⑮

但
し
、⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
で
は
乃
至
と
記
し
て
省
略
す
る
。

乃
至
（
ａ
）
に
つ
い
て
原
文
を
窺
う
と
、
阿
闍
世
が
⽛
若
し
悪
業
を
造
ら
ず

心
に
常
に
慚
愧
を
懐
き

悪
に
果
報
有
る
を
信
ぜ
ば

乃
く
安
穏
か
に
眠
る
こ

と
を
得
ん
⽜
等
と
示
し
、⽛
誰
れ
か
安
穏
か
に
眠
る
を
得
る
や

所
謂
る
諸
仏

は
是
れ
な
り

深
く
空
三
昧
を
観
ぜ
ば

身
心
は
安
ん
じ
て
動
か
ざ
ら
ん

誰

れ
か
安
穏
か
に
眠
る
を
得
る
や

所
謂
る
慈
悲
者
な
り

常
に
不
放
逸
を
修
め

衆
を
視
る
こ
と
一
子
の
如
し
⽜（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
一
三
）
と

語
る
。
以
上
の
通
り
、
阿
闍
世
は
慚
愧
を
懐
け
て
い
な
い
自
己
を
吐
露
し
、
安

穏
を
得
る
の
は
諸
仏
で
あ
る
と
明
ら
か
に
す
る
。

続
け
て
、⽛
衆
生
は
無
明
に
し
て
冥
く

煩
悩
の
果
を
見
ず

常
に
諸
も
ろ

の
悪
業
を
造
り

安
穏
か
に
眠
る
こ
と
を
得
ず

若
し
自
身

及
以
び
他
人
の

身
の
為
に

十
悪
業
を
造
作
さ
ば

安
穏
か
に
眠
る
こ
と
を
得
ざ
ら
ん

若
し

楽
の
為
の
故
に

父
を
害
い
て
過
咎
無
し
と
言
う

是
の
悪
知
識
に
随
わ
ば

安
穏
か
に
眠
る
こ
と
を
得
ざ
ら
ん
⽜（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
一
三

ᴷ
五
一
四
）
等
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
阿
闍
世
は
自
己
が
慚
愧
を
懐
け
ざ
る
者

と
し
て
内
省
し
、
諸
仏
か
ら
か
け
離
れ
た
凡
愚
な
る
衆
生
と
嘆
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
親
鸞
は
⽛
信
文
類
⽜
で
こ
の
阿
闍
世
の
偈
頌
を
引
用
し
な
い
が
、
無
慚

二
八



無
愧
の
自
己
を
⽝
正
像
末
和
讃
⽞⽛
悲
歎
述
懐
讃
⽜（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
五
一
九
）

で
内
省
し
て
い
る
点
で
阿
闍
世
と
の
重
な
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑯
⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
一

⑰
⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
一

⑱

乃
至
（
ｂ
）
に
該
当
す
る
⽝
涅
槃
経
⽞
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

大
王
よ
、
且
く
聴
き
た
ま
え
。
臣
が
仏
説
を
聞
く
に
、
智
者
に
二
有
り
。

一
に
は
諸
悪
を
造
ら
ず
、
二
に
は
作
り
已
り
て
懺
悔
す
。
愚
者
に
も
亦
た

二
あ
り
。
一
に
は
罪
を
作
り
、
二
に
は
覆
蔵
す
。
先
に
悪
を
作
る
と
雖
も
、

後
に
能
く
発
露
し
、
悔
い
已
り
て
慚
愧
し
て
更
め
て
敢
て
作
ら
ざ
る
こ
と
、

猶
お
濁
水
は
之
に
明
殊
を
置
か
ば
、
珠
の
威
力
を
以
て
、
水
は
即
ち
に
清

と
為
る
が
如
く
、
烟
と
雲
が
除
か
る
れ
ば
月
は
清
明
た
る
が
如
く
、
悪
を

作
り
て
能
く
悔
い
る
も
亦
復
た
是
く
の
如
し
。
王
が
若
し
懺
悔
し
て
慚
愧

を
懐
か
ば
、
罪
は
即
ち
に
除
滅
か
れ
て
、
清
浄
な
る
こ
と
を
本
の
如
し
。

大
王
よ
、
富
に
二
種
有
り
。
一
に
は
象
・
馬
、
種
種
の
畜
生
、
二
に
は
金

銀
、
種
種
の
珍
宝
な
り
。
象
・
馬
は
多
し
と
雖
も
一
殊
に
敵
わ
ず
。
大
王

よ
、
衆
生
も
亦
た
爾
な
り
。
一
に
は
悪
富
、
二
に
は
善
富
な
り
。
多
く
諸

悪
を
作
る
は
一
善
に
如
か
ず
。
臣
は
仏
説
を
聞
く
、⽛
一
の
善
心
を
修
む

れ
ば
、
百
種
の
悪
を
破
る
⽜
と
。
大
王
よ
、
少
な
き
金
剛
が
能
く
須
弥
を

壊
す
が
如
く
、
亦
た
少
な
き
火
が
能
く
一
切
を
焼
く
が
如
く
、
少
な
き
毒

薬
が
能
く
衆
生
を
害
す
る
が
如
し
。
少
な
き
善
も
亦
た
爾
な
り
。
能
く
大

い
な
る
悪
を
破
る
。
少
な
き
善
と
名
づ
く
と
雖
も
、
其
の
実
は
大
な
り
。

何
を
以
て
の
故
に
。
大
い
な
る
悪
を
破
る
が
故
な
り
。
大
王
よ
、
仏
が
説

き
た
も
う
所
の
如
き
、
覆
蔵
す
と
は
、
漏
は
覆
蔵
せ
ざ
れ
ば
則
ち
漏
有
る

こ
と
無
し
。
発
露
し
て
過
を
悔
ゆ
、
是
の
故
に
漏
な
ら
ず
。
若
し
衆
罪
を

作
る
も
、
覆
わ
ず
蔵
さ
ず
、
覆
わ
ざ
る
を
以
て
の
故
に
罪
は
微
薄
な
り
。

若
し
悔
い
慚
愧
せ
ば
、
罪
は
消
滅
せ
ん
。
大
王
よ
、
水
渧
は
微
な
り
と
雖

も
漸
く
大
器
に
盈
つ
る
が
如
く
、
善
心
も
亦
た
爾
な
り
。
一
一
の
善
心
は

能
く
大
悪
を
破
る
。
若
し
罪
を
覆
わ
ば
、
罪
は
増
長
し
、
発
露
し
慚
愧
せ

ば
、
罪
は
消
滅
せ
ん
。
是
の
故
に
諸
仏
は
、⽛
有
智
の
者
は
罪
を
覆
蔵
せ

ず
⽜
と
説
き
た
も
う
。
善
き
哉
、
大
王
よ
、
能
く
因
果
を
信
じ
、
業
を
信

じ
、
報
を
信
ぜ
り
。
唯
だ
願
わ
く
は
大
王
よ
、
愁
怖
を
懐
く
こ
と
莫
れ
。

衆
生
有
り
て
諸
罪
を
造
作
し
、
覆
蔵
し
て
悔
い
ず
、
心
に
慚
愧
無
く
、
因

果
及
以
び
業
報
を
見
ず
、
有
智
の
人
に
諮
い
啓
く
こ
と
能
わ
ず
、
善
友
に

近
づ
か
ざ
る
が
若
き
、
是
く
の
如
き
の
人
は
、
一
切
の
良
医
、
乃
至
、
瞻

病
が
治
す
こ
と
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
迦
摩
羅
病
に
、
世
医
が
手
を
拱
く
が

如
く
、
覆
罪
の
人
も
亦
復
た
是
く
の
如
し
。
云
何
が
罪
人
な
る
や
。
謂
わ

く
、
一
闡
提
な
り
。
一
闡
提
と
は
因
果
を
信
ぜ
ず
、
慚
愧
有
る
こ
と
無
く
、

業
報
を
信
ぜ
ず
、
現
在
及
び
未
来
世
を
見
ず
、
善
友
に
親
づ
か
ず
、
諸
仏

が
説
き
た
も
う
所
の
教
誡
に
随
わ
ず
、
是
く
の
如
き
の
人
を
一
闡
提
と
名

づ
く
。
諸
仏
世
尊
が
治
す
こ
と
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。

世
の
死
屍
は
、
医
が
治
す
こ
と
能
わ
ざ
る
が
如
く
、
一
闡
提
の
者
も
亦
復

た
是
く
の
如
し
。
諸
仏
世
尊
も
治
す
こ
と
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
大
王
は
今

者
、
一
闡
提
に
非
ざ
る
に
、
云
何
ぞ
救
療
す
可
か
ら
ず
と
言
う
や
。

（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
一
五
ᴷ
五
一
六
)

⑲

乃
至
（
ｃ
）
に
つ
い
て
⽝
涅
槃
経
⽞
の
原
文
を
窺
え
ば
、
耆
婆
の
釈
尊
を
勧

め
る
こ
と
ば
と
そ
れ
に
対
す
る
阿
闍
世
の
返
答
、
そ
し
て
父
で
あ
る
頻
婆
沙
羅

の
こ
と
ば
の
一
部
を
確
認
で
き
る
。⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
で
は
乃
至
（
ｃ
）
に

続
き
⽝
涅
槃
経
⽞⽛
梵
行
品
⽜
第
一
七
巻
の
最
後
ま
で
引
用
し
て
い
る
。

⑳

大
王
、
今
定テ

知ヌ

、
王
之
悪
業
必
不ジ

𦗺得エ

𦗺勉マ
ヌ
カ
ル
丶
コ
ト
ヲ

。

惟
願ハ

大
王
、
速カ
ニ

往マ
ウ
ヅ
ベ
シ
𥿜
仏ノ

所ト
ニ𥾀。
除テ

𥿜仏
世
尊ヲ

𥾀余ハ

、
無ケ
ム𥿜能ク

救コ
ト𥾀。
我
今
愍ム
ガ𦗺汝ヲ

故ニ

相ヒ

勧テ

導チ
ビ
ク
ナ
リ
ト

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
一
ᴷ
一
一
二
)

㉑
⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
二

㉒

乃
至
さ
れ
た
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

爾
の
時
に
、
世
尊
は
双
樹
の
間
に
在
し
て
、
阿
闍
世
が
悶
絶
え
地
に
躄
る

る
を
見
て
、
即
ち
に
大
衆
に
告
げ
た
ま
わ
く
、⽛
我
れ
は
今
、
当
に
是
の

王
の
為
に
世
に
住
ま
り
、
無
量
劫
に
至
る
も
涅
槃
に
入
ら
ざ
る
べ
し
⽜
と
。

迦
葉
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
わ
く
、⽛
世
尊
よ
、
如
来
は
当
に
無
量
の
衆

生
の
為
に
涅
槃
に
入
ら
ざ
る
べ
き
に
、
何
が
故
に
独
り
阿
闍
世
王
の
為
に

⽛
信
文
類
⽜
明
所
被
機
の
研
究

二
九



の
み
す
る
や
⽜
と
。
仏
は
言
わ
く
、⽛
善
男
子
よ
、
是
の
大
衆
の
中
に
、

一
人
と
し
て
⽛
我
が
畢
定
し
て
涅
槃
に
入
る
⽜
と
謂
う
も
の
有
る
こ
と
無

き
に
、
阿
闍
世
王
は
定
か
に
⽛
我
れ
は
当
に
畢
竟
じ
て
永
に
滅
す
べ
し
⽜

と
謂
う
、
是
の
故
に
悶
絶
え
て
自
ら
地
に
投
る
。

（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
二
八
)

㉓

次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
二
ᴷ
一
一

三
）⽛

為
⽜
…
一
切
凡
夫
、
一
切
有
為
の
衆
生
、
仏
性
を
見
ざ
る
衆
生
、
仏
性
、

不
汚

⽛
阿
闍
世
⽜
…
あ
ま
ね
く
お
よ
び
一
切
五
逆
を
造
る
も
の
、
煩
悩
等
を
具

足
せ
る
も
の
、
一
切
い
ま
だ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を

発
せ
ざ
る
も
の

⽛
阿
闍
⽜
…
不
生
、
涅
槃

⽛
世
⽜
…
怨
、
世
法

㉔

譬
え
を
用
い
な
が
ら
月
愛
三
昧
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
が
、
次
の
よ
う
に
ま

と
め
ら
れ
る
。（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
四
）

①
月
の
光
よ
く
一
切
の
優
鉢
羅
華
を
し
て
開
敷
し
鮮
明
な
ら
し
む
る
、
②

よ
く
衆
生
を
し
て
善
心
開
敷
せ
し
む
、
③
月
の
光
よ
く
一
切
、
路
を
行
く

人
の
心
に
歓
喜
を
生
ぜ
し
む
る
、
④
よ
く
涅
槃
道
を
修
習
せ
ん
も
の
の
心

に
歓
喜
を
生
ぜ
し
む
、
⑤
諸
善
の
な
か
の
王
、
⑥
甘
露
味
、
⑦
一
切
衆
生

の
愛
楽
す
る
と
こ
ろ

㉕
⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
四

㉖

我
れ
は
⽛
如
来
が
悪
人
と
同
に
止
ま
り
坐
し
起
ち
て
、
語
言
談
論
せ
ざ
る
こ

と
、
猶
お
大
海
が
死
屍
を
宿
さ
ざ
る
が
如
く
、
鴛
鴦
鳥
が
圊
厠
に
住
ま
ず
、
釈

提
桓
因
が
鬼
と
住
ま
ず
、
鳩
翅
羅
鳥
が
枯
樹
に
棲
ま
ざ
る
が
如
し
⽜
と
聞
け
り
。

如
来
も
亦
た
爾
な
れ
ば
、
我
れ
は
当
に
云
何
ぞ
往
き
て
見
う
る
こ
と
を
得
べ
き

や
。
設
し
見
え
し
め
ば
、
我
が
身
は
将
地
に
陥
ち
入
ら
ざ
ら
ん
や
。
我
が
如
来

を
観
ず
る
に
、
寧
ろ
酔
象
・
師
子
・
虎
狼
・
猛
火
・
絶
焰
に
近
づ
く
と
も
、
終

に
重
悪
の
人
に
近
づ
き
た
ま
わ
ざ
ら
ん
。
是
の
故
に
我
れ
は
今
、
是
れ
を
思
忖

え
已
り
て
、
当
に
何
の
心
有
り
て
か
往
き
て
如
来
に
見
う
べ
き
や

（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
三
二
ᴷ
五
三
三
)

㉗

大
王
よ
、
如
来
は
尚
お
一
闡
提
等
の
為
に
す
ら
法
要
を
演
説
し
た
も
う
。
何

ぞ
況
ん
や
大
王
は
一
闡
提
に
非
ず
。
而
る
に
当
に
慈
悲
の
救
済
を
蒙
ら
ざ
る
べ

き
や
（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
三
三
）

㉘
⽛
爾ノ

時ニ

仏
告テ

𥿜諸ノ

大
衆ニ

𥾀言ノ
タ
マ
ハ
ク⽜（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
四
）
と
あ
る
が
、
そ
の

と
き
と
は
ど
の
場
面
を
指
す
の
か
。
省
略
さ
れ
た
箇
所
を
⽝
涅
槃
経
⽞
の
原
文

で
窺
え
ば
、
阿
闍
世
・
耆
婆
の
問
答
の
終
盤
に
あ
た
る
。
耆
婆
は
⽛
若
し
仏
の

所
に
到
ら
ば
、
俱
に
滅
罪
を
得
ん
。
唯
だ
願
わ
く
は
大
王
よ
、
今
日
速
や
か
に

往
き
た
ま
え
⽜
と
勧
め
、
一
臣
の
吉
祥
に
仏
へ
の
供
養
の
具
を
そ
な
え
る
よ
う

命
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
阿
闍
世
は
供
具
を
携
え
、
韋
提
希
夫
人
・
多
く

の
眷
属
と
共
に
釈
尊
の
所
に
向
か
う
の
で
あ
る
が
、
大
衆
は
阿
闍
世
の
こ
の
道

中
を
拘
尸
那
城
の
所
か
ら
目
撃
し
て
い
た
の
で
あ
る
。⽛
そ
の
と
き
⽜
と
は
、

先
述
の
場
面
を
指
し
、
釈
尊
は
こ
の
大
衆
に
対
し
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
釈
尊
の
所
へ
向
か
う
途
中
に
お
け
る
阿
闍
世
は
、
毘
瑠
璃
王
・
瞿
伽

離
比
丘
・
須
那
刹
多
の
三
人
の
罪
果
を
聞
き
、
耆
婆
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

吾レ

今
雖モ

𦗺聞ト

𥿜如ノ

𦗺是ノ

二
語コ
ト
バ
ヲ𥾀、
猶ナ
ホ

未ダ

𦗺審ア
キ
ラ
カ
ナ
ラ
。
定テ

汝
来レ
リ。
耆
婆
、
吾レ

欲オ
モ
フ𦊼与ト

𦗺汝

同ジ
ク

載ノ
ラ
ム
ト𥿜
一
象ニ

𥾀。
設タ
ト
ヒ

我レ

当ニ

𦗺入ル

𥿜阿
鼻
地
獄ニ

𥾀、
冀ネ
ガ
ハ
ク
ハ

汝
投ト
ウ

持ヂ
シ
テ

不レ
ト𦗺令メ

𥿜我ヲ
シ
テ

堕オ
ト
サ𥾀。
何ヲ

以ノ

故ニ

。
吾レ

昔ム
カ
シ曾テ

聞キ
丶、
得
道
之
人
不ズ
ト
𦗺入ラ

𥿜地
獄ニ

𥾀。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
五
)

ま
さ
に
釈
尊
の
所
に
至
ろ
う
と
す
る
直
前
ま
で
、
阿
闍
世
の
堕
地
獄
の
恐
怖
は

消
え
て
い
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
後
⽛
信
文
類
⽜
の
引
文
で
は
、

⽛
乃
至
云イ
カ

何ン
ゾ

説テ

言ハ
ム𦊼定テ

入ト

𥿜地
獄ニ

𥾀。⽜（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
五
）
と
釈
尊
の
説
法

の
場
面
へ
と
移
行
す
る
が
、
こ
こ
へ
と
至
る
前
に
お
け
る
釈
尊
の
大
衆
へ
の
説

法
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。⽝
涅
槃
経
⽞
の
原
文
で
は
釈
尊
が
⽛
阿
闍
世
王
に
猶

お
疑
心
有
り
。
我
れ
は
今
、
当
に
決
定
心
を
作
さ
為
む
べ
し
⽜（⽝
大
般
涅
槃
経

（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
三
九
）
と
告
げ
た
こ
と
に
対
し
て
、
持
一
切
と
い
う
菩
薩
が

次
の
質
問
を
す
る
。
そ
れ
は
、
釈
尊
が
以
前
に
⽛
一
切
諸
法
に
皆
、
定
相
無
し
。

三
〇



所
謂
る
色
に
定
相
無
く
、
乃
至
、
涅
槃
に
も
亦
た
定
相
な
し
⽜（⽝
大
般
涅
槃
経

（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
三
九
）
と
説
い
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
阿
闍
世
の
決
定
心

を
作
さ
為
め
よ
う
と
い
う
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
釈
尊
は
、

次
の
よ
う
に
応
じ
て
い
る
。

若
し
王
の
疑
心
が
破
壊
る
可
し
と
せ
ば
、
当
に
諸
法
に
定
相
有
る
こ
と
無

し
と
知
る
べ
し
。
是
の
故
に
我
れ
は
阿
闍
世
王
を
し
て
決
定
心
を
作
さ
為

む
。
当
に
是
れ
心
に
決
定
無
し
と
為
す
と
知
る
べ
し
。
善
男
子
よ
、
若
し

彼
の
王
の
心
が
決
定
な
り
と
せ
ば
、
王
の
逆
罪
は
云
何
ぞ
壊
す
可
き
や
。

定
相
無
き
を
以
て
其
の
罪
は
壊
す
可
し
。
是
の
故
に
我
れ
は
、
阿
闍
世
王

を
し
て
決
定
心
を
作
さ
為
め
ん（⽝

大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
三
九
)

阿
闍
世
の
逆
罪
を
壊
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
諸
法
に
定
相
が
無
い
か
ら
可
能

で
あ
り
、
こ
の
故
に
決
定
心
を
作
さ
為
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
説
く
。
そ

の
時
、
阿
闍
世
は
釈
尊
の
所
に
至
り
、
如
来
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
を
仰
ぎ

見
る
。
釈
尊
は
、
悦
耳
・
柔
軟
・
和
雅
・
入
心
・
無
厭
・
分
明
・
深
妙
・
易
了

な
る
八
種
の
声
を
出
し
、⽛
大
王
よ
⽜
と
告
げ
る
が
、
阿
闍
世
は
⽛
此
の
大
衆

の
中
に
誰
れ
か
大
王
為
る
や
。
我
れ
は
既
に
罪
逆
に
し
て
、
又
、
福
徳
無
き
に
、

如
来
は
応
に
称
し
て
大
王
と
為
う
べ
か
ら
ず
⽜（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、

五
四
〇
）
と
左
右
を
顧
り
視
る
。
そ
し
て
、
釈
尊
は
再
び
⽛
阿
闍
世
大
王
よ
⽜

と
呼
び
か
け
た
時
、
阿
闍
世
は
聞
き
終
え
て
大
い
に
歓
喜
し
次
の
よ
う
に
発
露

し
て
い
る
。

如
来
は
今
日
、
顧
命
し
て
語
言
し
た
ま
え
ば
、
真
に
如
来
が
諸
も
ろ
の
衆

生
に
於
て
、
大
悲
し
憐
愍
れ
む
こ
と
、
等
し
く
し
て
差
別
無
し
と
知
る

（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
四
〇
)

世
尊
よ
、
我
れ
は
今
、
疑
心
は
永
に
遺
し
餘
す
こ
と
無
し
。
定
か
に
如
来

は
真
に
衆
生
の
無
上
の
大
師
な
り
と
知
る

（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
四
〇
)

以
上
の
表
白
か
ら
、
こ
れ
ま
で
付
き
纏
っ
て
き
た
阿
闍
世
の
堕
地
獄
の
恐
怖
は

破
ら
れ
、
自
己
を
も
憐
愍
れ
み
救
う
真
の
大
師
た
る
釈
尊
の
一
言
に
よ
っ
て
決

定
心
を
作
さ
為
め
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

㉙

釈
尊
は
次
の
よ
う
に
難
解
な
勝
義
諦
説
法
を
説
い
て
い
る
。

況ヤ

王
不ズ

𦗺爾シ
カ
ラ

而シ
テ

当ニ

𦊼地
獄ノ

受ク

𥿜果
報ヲ

𥾀邪ヤ

。
先
王
ミ

自ヅ
カ
ラ

作テ

還テ
ミ

自ヅ
カ
ラ

受ク

𦗺之ヲ

。
云イ
カ

何ン
ゾ

令メ
ム𦊼王ヲ

而シ
テ

得エ

𥿜殺
罪ヲ

𥾀。
如シ

𥿜王ノ

所ノ

𧎋言フ

。
父ノ

王
無ク

𦗺辜ツ
ミ

者ハ

、
大
王
云イ
カ

何ン
ゾ

言イ
ハ

𥿜無キ
ニ𦗺

失ト
ガ

有ト

𧎋罪
者バ

、
則
有ラ
ム𥿜罪
報
𥾀。
無ク

𥿜悪
業
𥾀者ハ

則
無ケ
ム𥿜罪
報
𥾀。
汝ガ

父
先
王
、
若シ

無ク
ハ𥿜辜コ

罪
𥾀、
云
何ゾ

有ラ
ム𦗺報
。
頻
婆
沙
羅
於テ

𥿜現
世ノ

中ニ

𥾀、
亦
得タ
リ𥿜善
果
及
以
悪
果ヲ

𥾀。

是ノ

故ニ

先
王
亦
復
不
定ナ
リ。
以ノ

𥿜不
定ヲ

𥾀故ニ

殺モ

亦
不
定ナ
リ。
殺
不
定ハ

、
云イ
カ
ン何
而シ
テ
カ言ハ
ム
ト𦊼

定テ

入ト

𥿜地
獄ニ

𥾀。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
六
)

一
方
で
⽛
信
文
類
⽜
の
⽝
涅
槃
経
⽞
の
引
文
で
は
、
釈
尊
が
阿
闍
世
に
対
し
て

述
べ
た
次
の
文
は
乃
至
さ
れ
て
い
る
。

大
王
よ
、
今
当
に
汝
が
為
に
正
法
の
要
を
説
く
べ
し
。
汝
は
当
に
一
心
に

諦
ら
か
に
聴
き
、
諦
ら
か
に
聴
く
べ
し
。
凡
夫
が
常
に
当
に
心
を
᷷
け
て

身
を
観
ず
べ
き
に
二
十
事
有
り
。（⽝

大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
四
一
)

因
み
に
、
こ
れ
に
対
し
て
阿
闍
世
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

我
が
仏
が
説
き
た
も
う
所
の
義
を
解
す
る
が
如
し
と
せ
ば
、
我
れ
は
昔
よ

り
来
、
初
め
よ
り
未
だ
曾
て
是
の
二
十
事
を
観
ぜ
ざ
る
が
故
に
多
衆
く
悪

を
造
る
。
衆
く
の
悪
を
造
る
が
故
に
死
畏
・
三
悪
道
畏
有
り
。
世
尊
よ
、

我
れ
よ
り
殃
を
招
き
茲
の
重
悪
を
造
れ
り
。
父
王
に
辜
無
き
に
横
に
逆
害

を
加
え
れ
ば
、
是
の
二
十
事
を
設
い
観
ず
る
も
観
ぜ
ざ
る
も
、
必
定
ず
や

当
に
阿
鼻
地
獄
に
堕
つ
べ
し
（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
四
二
)

す
な
わ
ち
阿
闍
世
は
歓
喜
の
心
を
発
し
、
釈
尊
の
一
言
に
よ
っ
て
決
定
心
を
作

さ
為
め
ら
れ
た
が
、
再
び
自
己
を
内
省
す
れ
ば
決
し
て
罪
果
を
免
れ
る
も
の
で

は
な
い
と
、
ゆ
く
末
を
案
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
以
上
の
内
容
を
⽛
信

文
類
⽜
に
引
用
し
な
い
ま
で
も
、
阿
闍
世
が
獲
信
し
た
と
し
て
も
慚
愧
の
念
は

一
貫
し
て
続
く
と
こ
ろ
に
自
己
の
姿
を
重
ね
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

㉚

松
尾
宣
昭
⽛
阿
闍
世
王
へ
の
釈
尊
の
⽝
涅
槃
経
⽞
説
法
に
つ
い
て
⽜（⽝
龍
谷

大
学
論
集
⽞
四
七
八
、
七
一
）

㉛

大
王
、
衆
生ノ

狂
惑ニ

凡ソ

有リ

𥿜四
種
𥾀。
一ニ

者ハ

貪
狂
、
二ニ

者ハ

薬
狂
、
三ニ

者ハ

呪
狂
、
四ニ

⽛
信
文
類
⽜
明
所
被
機
の
研
究

三
一



者ハ

本
業
縁
狂ナ
リ。
大
王
、
我ガ

弟
子ノ

中ニ

有リ

𥿜是ノ

四
狂
𥾀。
雖モ

𥿜多ク

作ト

𧎋悪ヲ

、
我
終ニ

不ズ

𦗺記セ

𥿜

是ノ

人
犯セ
リ
ト𧎋
戒ヲ

。
是ノ

人ノ

所
作
不ズ

𦗺至ラ

𥿜三
悪ニ

𥾀。
若シ

還テ

得エ
バ
𦗺心ヲ

、
亦
不ズ

𦗺言イ
ハ

𦗺犯ト

。
王
本ト

貪ジ
テ𦗺国ヲ

此レ

逆
𥿜害ス

父ノ

王ヲ

𥾀。
貪
狂ノ

心ヲ
モ
テ

与タ
メ
ニ

作ナ
セ
リ。
云
𥄄何ゾ

得ム

𦗺罪ヲ

。
大
王
、
如シ

𦮴人
耽タ
ム

酔ス
イ
シ
テ

逆
𥿜害セ
ム

其ノ

母ヲ

𥾀、
既ニ

醒シ
ヤ
ウ悟シ

已テ

心ニ

生ゼ
ム
ガ𦬧
悔
恨ヲ

𦨪。
当ニ

𦗺知ル

是ノ

業
亦
不ジ

𦗺得エ

𦗺報ヲ

。
王
今
貪

酔セ
リ。
非ズ

𥿜本
心ノ

作セ
ル
ニ𥾀。
若シ

非ズ
ハ𥿜本
心ニ

𥾀、
云
𥄄何ゾ

得ム
ヤ𦗺罪ヲ

。

（⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
一
六
ᴷ
一
一
七
）

㉜

世
尊
よ
、
我
れ
は
今
、
始
め
て
色
は
無
常
な
り
、
乃
至
、
識
は
無
常
な
り
と

知
る
。
我
が
本
よ
り
若
し
能
く
是
く
の
如
く
知
ら
ば
、
則
ち
罪
を
作
ら
ざ
り
き
。

世
尊
よ
、
我
れ
は
昔
、
曾
て
⽛
諸
仏
世
尊
は
常
に
衆
生
の
為
に
父
母
と
作
る
⽜

と
聞
け
り
。
是
の
語
を
聞
く
と
雖
も
、
猶
お
未
だ
審
ら
か
に
定
ま
ら
ざ
る
も
、

今
乃
め
て
定
か
に
知
れ
り
。
世
尊
よ
、
我
れ
は
亦
た
曾
て
⽛
須
弥
山
王
は
四
宝

の
成
ず
る
所
な
り
、
所
謂
る
金
・
銀
・
瑠
璃
・
頗
梨
な
り
。
若
し
衆
く
の
烏
有

り
て
、
集
る
所
の
処
に
随
え
ば
、
則
ち
其
の
色
を
同
じ
う
す
⽜
と
聞
け
り
。
是

の
言
を
聞
く
と
雖
も
、
亦
た
審
ら
か
に
定
ま
ら
ざ
る
も
、
我
れ
は
今
、
仏
な
る

須
弥
山
に
来
至
た
れ
ば
、
則
ち
与
に
色
を
同
じ
う
せ
り
。
与
に
色
を
同
じ
う
す

と
は
、
則
ち
諸
法
が
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
な
る
を
知
る
な
り

（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
四
八
)

㉝

諸
も
ろ
の
衆
生
を
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
こ
さ
し
め
た
れ
ば
、

即
ち
天
身
の
長
命
な
る
常
身
な
り
、
即
ち
一
切
諸
仏
の
弟
子
な
り
⽜
と
。
是
の

語
を
説
き
已
り
て
、
即
ち
に
種
種
の
宝
幢
（
後
略
）

（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
四
九
)

㉞

願
わ
く
は
諸
も
ろ
の
衆
生
等
は

悉
く
菩
提
心
を
発
こ
し

心
を
᷷
け
て
常

に

十
方
の
一
切
の
仏
を
思
念
せ
よ

復
た
願
わ
く
は
諸
も
ろ
の
衆
生
は

永

に
諸
も
ろ
の
煩
悩
を
破
り

了
了
ら
か
に
仏
性
を
見
る
こ
と

猶
お
妙
徳
等
の

如
く
な
れ

（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅱ
⽞、
五
五
一
)

㉟
⽝
聖
典
全
⽞
二
、
一
二
二
ᴷ
一
二
三

㊱

善
男
子
よ
、
是
く
の
如
き
は
諍
訟
は
仏
の
境
界
な
り
、
諸
も
ろ
の
声
聞
・
縁

覚
が
知
る
所
に
非
ず
。
人
に
し
て
是
こ
に
於
て
疑
心
を
生
ず
る
者
の
若
き
は
、

猶
お
能
く
無
量
の
煩
悩
の
須
弥
山
の
如
き
な
る
を
摧
き
壊
ら
ん
も
、
是
の
中
に

於
て
決
定
を
生
ず
る
者
の
若
き
は
、
是
を
執
著
す
と
名
づ
く
る
な
り

（⽝
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）
Ⅳ
⽞、
九
三
七
)

三
二


